
『<インターネット>の次に来るもの？』 
から読むこれからの未来 

２０１６年11月10日 

服部 桂 



 



                       



 

http://wired.jp/2015/03/12/meet-kevin-kelly/


改めて服部 桂とは？ 

１９５１年生まれ 

１９７１年 早稲田大学理工学部入学 

１９７８年 どういうわけか朝日新聞に 

１９８４年 AT&Tとジョイントベンチャー 

１９８７年 MITメディアラボ研究員 

１９８９年～科学部、Asahiパソコン、パソ etc 

１９９１年 『人工現実感の世界』 

１９９４年 新聞初のインターネット連載 

１９９５年 デジタルカルチャー誌DOORS Yahoo！取材 

２００１年～『メディアの予言者』アスパラクラブ、ジャーナリスト学校 

２０１６年 フリーランス 
 







 



さて「次に来るもの」とは？ 
未来は予測できない 

人々はテレビを必要をしないだろう、毎晩箱を見てるだけでは 

うんざりするだろうから       1946年 ダリル・ザナック 

コンピューターは全世界で5台ぐらいしか売れないと思う 

                     1943年 トーマス・ワトソン 

家庭でコンピューターを使用する必要はない 

                     1977年 ケン・オルセン 

パソコンのメモリーは640キロバイトを超えない 

                     1981年 ビル・ゲイツ 

迷惑メール問題は、2006年までに完全に解決する 

                     2004年 ビル・ゲイツ 



100年前に想像された2000年（未来） 
 

 



そこでまずは過去を反省してみる 
戦後の情報化の歴史 

• 1946年 ENIAC 世界初の電子式コンピューター 

• 1950年 UNIVAC 初の商用大型機 

• 1956年 FUJIC 日本コンピューター開発開始 人工知能会議 
• 1957年 ソ連が初の人工衛星  
•         スプートニクショックでARPA,NASAなどが発足 

• 1964年 IBM360 東京オリンピックでオンライン 日米貿易収支逆転 

• 1969年 APRAネット アポロ11号月着陸 
• 1971年 インテルがマイコン ニクソンショック 
• 1976年 アップルコンピュータ 超LSI技術研究組合 ロッキード事件 

• 1979年 KDD事件 
• 1981年 IBM-PC 初のビジネス向けコンピューター 

• 1982年 第五世代コンピュータ（ICOT) IBM事件 
• 1985年 日本の情報通信自由化 電電三法 ニューメディア 



インターネットの前にあったもの                
1960年代が夢見た21世紀 

 

https://www.youtube.com/watch?v=nUGSMpxZNgA


 



スチュアート・ブランド（1938～） 

 



Whole Earth Catalog 

•                          1960年代を象徴する 

•           DITなカタログ誌 

https://www.youtube.com/watch?v=UF8uR6Z6KLc


１９６８年 
• １月 チェコでプラハの春 ベトナムでテト攻勢 

• ２月 成田空港阻止三里塚闘争 

• ３月 米ジョンソン大統領北爆一部停止 トランジスタクロック 

• ４月 キング牧師暗殺 「2001年宇宙の旅」 霞ヶ関ビル完成 

• ５月 パリで五月革命 十勝沖地震 

• ６月 ロバート・ケネディ暗殺 

• ７月 参院選でタレント議員（石原、横山） 少年ジャンプ 

• ８月 日本初の心臓移植 タイガーズが後楽園でコンサート 

• ９月 人生ゲーム サッポロ一番 

• 10月 メキシコ五輪 川端康成ノーベル賞 トリニトロン 明治百年 

• 11月 米ニクソン大統領 夜のヒットスタジオ 

• 12月 文化大革命 大気汚染防止法 ３億円事件  

  アラン・ケイが「パーソナル・コンピューター」という言葉を作り出す 

  1969年には人類月着陸、ARPAネット（インターネットの元祖）開始 

 



ARPAネット（１９６９～９０） 

 



複雑なネット世界への興味 

電話フリークとミトニック事件 

 

https://www.youtube.com/watch?v=FufYSx2_6Bg
https://www.youtube.com/watch?v=_KP636WuraE


パーソナル＞コンピューター 
アラン・ケイのダイナブック（1970） 

 

 

 

 

 

 

 
パーソナル＜コンピューター 

https://www.youtube.com/watch?v=tQg4LquY0uU
https://www.youtube.com/watch?v=r36NNGzNvjo


コンピューターで遊び 
Spacewar（1962） Star Trek(1971) Pong(1972) 

 

https://www.youtube.com/watch?v=X58CdkLVr6A


個人用のコンピューターを目指した 

ホームブルー・コンピューター・クラブ 
（1975～86） 

 

https://www.youtube.com/watch?v=zxthr3fq-EI
https://www.youtube.com/watch?v=IHFJdLP0Hdg


７０年代のケヴィン・ケリー 
Hippie！ テクノロジーを拒否した青春 

 



その頃、大学時代 



 

 

 

 大型計算機（IBM360）  ミニコン（DEC PDP-11） 

 

 

 

 機械式計算機    電卓     関数電卓        



70年代の新聞ハイテク 

•         出口の電子化 



朝日新聞社は有楽町から築地へ 

 



80年代には新聞をコンピューターで
NELSONシステム 

  情報の入口と出口の間を完全に電子化 



新聞とニューメディア 

    情報の入口と出口の多様な電子化 

初の電子カメラMAVICA（１９８０）   キャプテン（１９８５） 

 

 

 



コンピューター新人類対大型機の対決 

ウォー・ゲーム（1983） 

 

 

 

 

 

               遊びで米防空システムに 

                    アクセスした少年が、ゲーム 

                    感覚で世界大戦を起こしそうに 

 

https://www.youtube.com/watch?v=tAcEzhQ7oqA


１９８４ 
 



         ハッカー会議（Hackers Conference） 

                  1984 

 



                 1985 
 



ニューメディア？ 

 



AT&Tの分割と通信自由化 

• 1877年 ベル電話会社 
• 1913年 独禁法訴訟１ 
• 1934年 通信法 FCC 
• 1949年 独禁法訴訟２ 
• 1966年 CI-Ⅰ 
• 1968年 カーターフォン裁定 
• 1969年 MCI参入 ARPAネット 
• 1974年 独禁法訴訟３ 
• 1975年 Telenet 
• 1976年 CI-Ⅱ BDN 
• 1982年 同意審決 ACS 
• 1984年 分割・再編 
• 1997年 再分割 

 
 
 



コンピューター調査（CI:Computer Inquiry) 

米通信規制当局の 

FCCが通信の範囲を 

決めて規制範囲を 

確定するための調査 

 
第一次CI-Ⅰ1966-71 

第二次CI-Ⅱ1976-83 

第三次CI-Ⅲ1985-87  



情報産業に対抗する切り札としての 

情報通信サービスNET1000 
• ARPAネットのデジタル通信技術はコンピューター
分野からの通信の高度化 

• 電話高度化は交換機や幹線網のデジタル化 

• コンピューター通信技術の導入を図るが、その
ためには規制当局FCCの認可が必要 

• 外部企業の参入で社内で独自のシステム 

• ARPAネットを高度化して対抗 

• BDN⇒ACS⇒Net1⇒AIS/NET1000⇒中止へ(86) 



•                AT&TのNET1000 
 

 

 

 

 

         IBMのIN 



情報通信分野を震撼させた 

３大事件 
KDD事件 1979年10月２日 
成田空港で国際電信電話株式会社社員2人が、海外から高級ブランド品を不法に持ち込もうと
して、東京税関成田税関支署から無申告・過少申告で摘発される。この一報は、日本経済新聞
が報道、その後の後追いで、朝日新聞がKDDの乱脈経理をスクープし、警視庁・検察庁が合同
捜査を開始。10月25日 - 板野学KDD社長、事件の責任を取り辞任。 
 

IBM事件 1982年６月22日 
日立や三菱の社員など計6人が、米IBMの機密情報に対する産業スパイ行為を行ったとして逮
捕された事件。IBMと日立は翌1983年に和解した。また1984年より、当初は当事者外であった
富士通とIBMの交渉も進められ、1988年に和解。 
 

NTT事件（リクルート） 1988年6月18日 
リクルートによる贈収賄事件。89年2月13日に東京地検特捜部は江副前会長、ファーストファイ
ナンス前副社長、NTT元取締役2人をNTT法違反（贈収賄）容疑で逮捕。 
 

⇒なぜこうした事件が起きたのか？ 



通信自由化を決定づけたKDD事件 
国際通信を独占し巨額の利益を上げる特殊会社KDDについて、捜査の過程で明らかにされた

のは、元郵政省高級官僚である板野社長の公私混同・会社を食い物にする経費の使い道であ
り、世論の怒りは凄まじかった。 

また、過去3年間で58億円という巨額であったKDDの交際接待費は、判明分だけで、1億2000万
円が郵政族を中心にした政治家190人に対し、パーティ券購入や政治献金としてばら撒かれ、

郵政省幹部らに対しても、プライベート海外旅行費等、過剰接待が明らかになった。しかし、政
官界への工作状況は、最後まで追及されず、政治家の立件はなされなかった。 

浜田幸一衆議院議員のラスベガス賭博事件・鉄建公団乱脈経理事件等、相次いだ不祥事によ
り、大平正芳首相の威信は大きく低下、80年5月16日には社会党が提出した内閣不信任案が
可決されハプニング解散となり、憲政史上初めて衆参同日選挙が行われる事態を招来した。 

⇒ 実は、この事件が明るみに出る『ユーザー黒書』騒動という伏線があった・・・ 

 

 

 



日本の通信自由化の仕掛け人 

• 電通←東芝←GE←DB←VAN←ARPAネット 
• GEのMARKⅡサービス導入による国際通信（73） 
• KDDの横暴 大幅値上げ(76) 
• 利用企業の悲鳴 
• それでも強気なKDD 
• 経団連の情報処理懇談会(79) 
• NTT民営化に対抗馬が必要 
• ユーザー白書(79/3)黒書と呼ばれる 

• そして事件が・・NTT不正経理事件も 

• AT&Tが調達問題で門戸開放 
• 大型調達の目玉にNET1000 



日米コンピューター戦争としてのIBM事件 

• 日米貿易摩擦→レーガン政権ハイテクシフト
→IBMが富士通に敗れ２位に、第五世代も 



リクルート事件とは何だったのか？ 

 

 

 

 
 

 

NTT海外調達 
高額のスパコン 

リクルートへ迂回 

田中角栄失脚 

真藤vs北原総裁選 

 

 



日米テレビ戦争としてのハイビジョン事件 

• 東京オリンピックでカラーTVの普及 
• フロンティアの喪失 
• 受信料が頭打ちに 
• 衛星と次世代テレビを画策 
• 技研でHDTVを構想 
• 世界標準に向け米国説得 
• 国内で反発、ECも反発 
• コンピューター産業の参入 
• デジタル化でハイビジョン敗北 

 



HDTV（ハイビジョン）開発 

 

 

 

 

•                     DI社のDigiCipher 

 

 

•                Digi 



デジタル時代の恐竜の絶滅と 

新人類哺乳類 
 



ＭＩＴメディアラボ（1985～） 

 



コンピューターで建築するには？ 
（SEEK） 

 

http://cyberneticzoo.com/robots-in-art/1969-70-seek-nicholas-negroponte-american/
http://cyberneticzoo.com/robots-in-art/1969-70-seek-nicholas-negroponte-american/
http://cyberneticzoo.com/robots-in-art/1969-70-seek-nicholas-negroponte-american/


 



ネグロポンテのおしゃぶり 

 



カオス・コンピュータ・クラブとKGB 
1986 

 

https://www.youtube.com/watch?v=EcKxaq1FTac


初の大規模インターネット事件 
1988年11月３日 

 

https://www.youtube.com/watch?v=r1MEZZ0pkgE


情報は自由でタダ 
Free Softwareの世界 

 

https://www.youtube.com/watch?v=uFMMXRoSxnA


            商用ソフト会社と 

               ホビイストが激突  

 



 



朝日新聞の大誤報 

 



       Cyberthon 
        1990 

 



VR 
 



なぜHAL9000は生まれなかったのか？ 

１９９２年１月12日 
• 「2001年宇宙の旅」フォーラム 



TED4神戸1993 



マルチメディア国際会議1993 

 



               WIRED1993 

 



マルチメディア社会200X年 
1994年10月 

 







 



朝日コム（1995年） 

 



 



マクルーハン生誕100年 
2011年7月21日 

 



その後のメディア・テクノロジー 

1989 WWW 
1995 MSウィンドウズ95でネットブーム 
1996 ホンダの２足歩行ロボットASIMO 
1997 IBMのディープ・ブルーがカスパロフに勝利 
1998 Google設立 
1999 ソニーAIBO発売 ドコモiモード 
2002 日本の地球シミュレータが世界最高速に 
2004 Facebook設立 
2006 Twitter設立 
2011 IBMのワトソンがクイズ番組で人間の王者に勝利 
2016 ディープマインド社アルファ碁がセドル名人に勝利 
2045 シンギュラリティ実現？ 



〈インターネット〉の次に来るもの―未来を決める12の法則  
 

 



 



https://www.youtube.com/watch?v=V1eYniJ0Rnk


 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



さて改めて「未来」とは？ 

・われわれは常に希望の囚人である         ディズレーリ 

・過去、現在、未来の区別は、どんなに言い張っても、 

 それは単なる幻想である                                            アインシュタイン 

・過去と未来は最高のものに見え、現在の事柄は最高に悪く見える 

                               シェイクスピア                                                              

・われわれは過去の記憶によってではなく、未来への責任によって 

 賢くなる                              バーナード・ショー 

・人が空想できる全ての出来事は起こりうる現実である     

                                                                               ウィリー・ガロン 

・未来を予測する最善の方法は自らそれを創りだすことである 

                                                             アラン・ケイ （ガーボル・デーネシュ） 

                                     

 
 



 





データが示す処理密度（ムーア⇒カーツワイル） 



テクノロジーへの過大な期待 

• 戦争を終わらせて世界平和へと導くとされた発明のリストに、魚雷、熱気球、毒ガス、地雷、ミサイ
ル、レーザー銃などがあり、コミュニケーションの新たな形はどれも、電信や電話から無線、映画、
テレビやインターネットまで、表現の自由を保証しアイデアの交流を自由にすると予告された                     
－－テクノロジーの歴史家デヴィッド・ナイ 

• 飛行機は複数の方法で平和を促進し、特に戦争を起こすことを不可能にする傾向がある 

                                             －－オーヴィル・ライト 

• 艦隊が無用のものになってしまうので、潜水艦は戦争を一気に食い止める理由になるかもしれな
いし、他の軍需資材がこのまま進歩すれば、戦争は不可能になる 

                                            －－ジュール・ヴェルヌ 

• 私のダイナマイトは、千の世界会議より迅速に平和に導く    －－アルフレッド・ノーベル 

• いや、これで戦争は不可能になる         －－マシンガンの発明家ヒラム・マキシム 

• 無線時代の到来は戦争をばかげたものにするので、それは不可能になる 

                                          －－グリエルモ・マルコーニ 

• いつか世界的な電話システムができれば、すべての人々が同じ言語を使ったり言語を理解したり
する必要がでてきて、そのおかげで地球上の人が皆兄弟のようになるだろう。地球全体を通して、
天空から『地球に平和を、人に善意を』という声が響き渡るのが聞こえるだろう 

                                 －－AT&Tの主任技師ジョン・J・カーティー 



発明者は利用法を分からない 

• 自動車は当初「馬なし馬車」と言われたが、道路の発達やドライブスルー
や郊外レジャーなどの副次効果は誰も予想できなかった 

• 電話は当初コンサートを中継して楽しむ道具や、招待状や店の注文書が着
いたかどうかを確認する道具程度にしか考えられていなかった 

• トーマス・エジソンは蓄音器をまず、遺言を吹き込むための装置と考え、喋る
本や時計、綴り方を教える装置などとアイデアをふくらましたが、音楽を録音
して配布し再生するという案は最後になった 

• ラジオの最初の出資者は、それが農民に教会の説法を伝える理想的装置だ
と考えた 

• 映画は当初は固定したカメラで舞台を遠方から撮影するような映像しかなく、
パンやドリー、アップのショットは後になってから 

• インターネットは冷戦時代に、核戦争後に生き残るための通
信システムと考えられた 

• レーザーはミサイルを撃ち落とすための兵器と考えられた 
• 電子書籍はディスプレイで読む本？ 

 



シアーズで販売された 

家庭用モーターの広告（1918） 



逆 

コペルニクス的転回 
 

 

 

•                インターネット 



1st  大型コンピュータ １００m単位  ＜神と王の支配する古代から中世＞ 

論理／判断／組織／命令と服従／神学／カトリック／固体 

近寄りがたい、組織に一人、お伺い 

 

2nd  ミニコン １０m単位   ＜科学による宗教からの分離と近代の勃興＞ 

視覚／選別／結束／契約と義務／哲学／プロテスタント／液体 

話せるが偉い、何人かいるが選択の余地なし、相談 

 

3rd  パソコン １m単位        ＜産業革命以降の大衆化と世界経済＞ 

聴覚／同意／友好／サークル／生活／新興宗教／気体 

話せるが敵も、出会いは比較的自由、むだ話 

 

4th & Beyond?  モバイルとその先 arms length     ＜ポスト近代？＞ 

触覚／本能／恋愛／デート／セックス／禅／プラズマ（カオスの縁？） 

恋人、ポスト・パソコン、好き嫌い、運命の人、恋愛？ 

メディアの進化と 
パースペクティブ 

 





 



Are You Still 

•Hungry ? 
 

•Foolish ? 


